
（１）令和２年１月 第１４２号　讃寺ジャーナル

第142号
（発行所）

真宗大谷派

松岡山　讃寺
中村区城屋敷町3－30
TEL（052）411－5301
FAX（052）411－5341
携帯 090－1568－4623

matsuoka@kosanji.or.jp
〈E-mail〉

四
門
出
遊

　

お
釈
迦
さ
ま
が
ま
だ
子
ど
も
の
頃
、
何
不
自
由
の
な
い
王
子

と
し
て
育
っ
て
い
た
。
し
か
し
い
つ
も
悩
ん
で
い
た
。

　

あ
る
時
お
城
の
四
つ
の
門
か

ら
外
を
見
る
と
、
東
の
門
か
ら

は
老
人
が
見
え
た
。「
私
は
こ

ん
な
ふ
う
に
は
な
り
た
く
な
い
」

と
お
釈
迦
さ
ま
は
思
っ
た
。

　

西
の
門
か
ら
外
を
見
る
と
病
人
が
い
た
。「
い
ず
れ
私
も
こ

の
よ
う
に
病
気
で
苦
し
む
の
か
」
と
お
釈
迦
さ
ま
は
思
っ
た
。

　

南
の
門
か
ら
外
を
見
る
と
死
者
が
い
た
。「
私
も
い
ず
れ
は

死
ん
で
い
く
身
な
の
か
」
と
お
釈
迦
さ
ま
は
絶
望
し
た
。

　

北
の
門
か
ら
外
を
見
る
と
そ
こ
に
は
修
行
を
す
る
人
が
い
た
。

　
「
私
も
出
家

を
し
て
修
行

を
し
て
ど
う

し
た
ら
こ
の

苦
し
み
か
ら

解
放
さ
れ
る

の
か
を
考
え

る
」
と
思
い

立
ち
、
出
家

を
し
た
と
さ

れ
て
い
る
。

2019年修正会
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１
月

１
日　

10
時 

修
正
会

３
月

20
日　

10
時 

彼
岸
永
代
経

　
　
　
（
午
前
、勤
行
・
法
話
・
お
斎
）

　
　
　
（
午
後
、
勤
行
・
法
話
） 

21
日　

14
時 

彼
岸
勤
行
・
法
話 

22
日　

14
時 

彼
岸
勤
行
・
法
話 

23
日　

10
時 

女
人
講
報
恩
講

　
　
　
（
勤
行
・
法
話
・
お
斎
） 

７
月 

　
日   

18
時　
納
涼
大
会

５
月 

５
日　

10
時 

復
興
永
代
経

　
　
　
（
午
前
、勤
行
・
法
話
・
お
斎
）

　
　
　
（
午
後
、
勤
行
・
法
話
） 

　
讃
寺
年
間
行
事
予
定
（
変
更
す
る
場
合
も

　
　
　
　
　

あ
り
ま
す
）

（
日
に
ち
未
定
）

４
月 

  
日　

同
朋
会
旅
行

28
日　

10
時 

お
み
が
き 

（
勤
行
後
、屋
台
、

　
　

 

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
） 

（
日
に
ち
未
定
）

令
和
二
年
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10
月 

28
日　

10
時 

お
み
が
き 

31
日　

15
時 

歳
末
勤
行

　
　
　

23
時
半
〜
24
時
半 

初
鐘 

11
月 

１
日　

９
時 

報
恩
講
準
備

　
　
　
　
　
　
　
（
お
斎
後
勤
行
） 

２
日　

10
時 

報
恩
講

　
　
　
（
午
前
、勤
行
・
法
話
・
お
斎
）

　
　
　
（
午
後
、勤
行
・
御
伝
紗
拝
聴
） 

12
月

９
月 

13
日　

８
時 

境
内
大
掃
除

　
　
　

 

22
日　

10
時 

彼
岸
永
代
経

　
　
　
（
午
前
、勤
行
・
法
話
・
お
斎
）

　
　
　
（
午
後
、
勤
行
・
法
話
） 

23
日　

14
時 

彼
岸
勤
行
・
法
話 

24
日　

14
時 

彼
岸
勤
行
・
法
話 

25
日　

14
時 

彼
岸
勤
行
・
法
話 

28
日　

10
時 

二
十
八
日
講
総
会

　
　
　
（
勤
行
・
法
話
・
お
斎
） 

  

毎
月
の
行
事

第
２
土
曜

　
　
　

19
時
30
分　

 

同
朋
会

 　
　
　　　
（
月
に
よ
っ
て
時
間
が

　
　
　
　

    

か
わ
る
場
合
あ
り
）

19
日　

14
時 

学
習
会

28
日　

10
時 
二
十
八
日
講
・
女
人
講

８
月 

13
日　

10
時 

お
盆
の
お
勤
め

３
日　

10
時 

報
恩
講

 　
　
　
（
午
前
、勤
行
・
法
話
・
お
斎
）

 　
　
　
（
午
後
、勤
行
・
法
話
） 
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ま
だ
若
か
っ
た
私
は
四
門
出
遊
の
話
を
聞
い
た
時
に
な
ぜ
お

釈
迦
さ
ま
は
そ
ん
な
こ
と
で
悩
む
の
か
と
思
っ
た
。
そ
ん
な
こ

と
は
当
た
り
前
の
こ
と
だ
と
。
今
か
ら
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て

い
た
ら
生
き
て
い
け
な
い
と
。

　

し
か
し
そ
の
よ
う
に
気
に
し
な
い
で
生
き
て
い
け
る
と
い
う

の
は
、
老
い
や
病
や
死
を
、
単
に
他
人
事
だ
と
思
っ
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。

　

老
い
る
こ
と
、
病
に
か
か
る
こ
と
、
死
ぬ
こ
と
が
自
分
の
身

に
起
こ
っ
て
き
た
ら
ど
れ
ほ
ど
苦
し
い
か
。
い
や
も
う
起
こ
り

か
け
よ
う
と
し
て
い
る
こ
の
状
態
を
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。

　

お
釈
迦
さ
ま
が
悩
ん
で

い
た
こ
と
に
う
な
ず
け
る

今
、
や
っ
と
仏
さ
ん
の
教

え
を
聞
い
て
い
こ
う
と
思

え
る
身
と
な
る
。

20
組 

行
事
予
定

（
役
員
は
七
時
）

十
時　

修
正
会

七
時
半 

同
朋
委
員
会
・
例
会

二
時
〜
四
時　
学
習
会

十
時 　
二
十
八
日
講
・
女
人
講

（
祝
）

（
土
）

（
日
）

（
火
）

一
　
月
　
一
日

　
　  

　
十
一
日

　
　  

　
十
九
日

　
　  

二
十
八
日（

日
）

一
月
二
十
六
日

（
役
員
は
七
時
）

七
時
半 

同
朋
委
員
会
・
例
会

二
時
〜
四
時　
学
習
会

十
時 　
二
十
八
日
講
・
女
人
講

（
土
）

（
水
）

（
金
）

二
　
月
八

日

　
　  

　
十
九
日

　
　  

二
十
八
日

ご
命
日
の
集
い　

法
話
・
新
年
懇
親
会

〈
会　

場
〉
な
ご
や
花
亭　

美
よ
し

〈
時　

間
〉
午
後
五
時

〈
講　

師
〉
岩
田 

好
司
先
生

〈
参
加
費
〉
四
〇
〇
〇
円
（
当
日
集
金
）

　
　
　
　
　
　

※
参
加
希
望
の
方
は
寺
ま
で

 

行
事
予
定 


